
 

 

２０２２年１０月２６日 

  

「Ｓｅｄｅｘ（セデックス）」に加入し、 

サプライチェーンマネジメントを強化  

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、責任ある調達に関する情報共有プラットフォーム

を提供する会員制組織である「Sedex Information Exchange Limited（以下、Ｓｅｄｅｘ）」に加

入しましたのでお知らせします。 

「Ｓｅｄｅｘ」は、責任ある調達活動の推進などを目的としたイギリスのＮＰО会員組織であ

り、会員間で責任ある事業慣行の情報を共有することのできるプラットフォームを提供していま

す。また、世界共通の自己評価アンケートや監査スキームを提供しており、会員はアンケートの回

答結果や監査の結果を電子プラットフォーム上で共有することができます。 

ヤクルトグループは、「サプライチェーンマネジメント」をマテリアリティの一つとしており、

サプライチェーン全体で環境・社会に与える影響への配慮やリスクの軽減を行い、社会の持続可能

性を高めることがヤクルトの事業の持続的発展にとって重要と考えています。２０１８年に「ヤク

ルトグループＣＳＲ調達方針」、２０２０年には「サプライヤーＣＳＲガイドライン」を策定し、

サプライヤーへの「ＣＳＲ調達アンケート」の実施によるリスク把握やコミュニケーションに取り

組んでおり、環境や人権に配慮するＣＳＲ調達を推進してきました。 

今後は、「Ｓｅｄｅｘ」のプラットフォームも活用し、サプライヤーの皆さまと協働しながら、

持続可能な調達活動のさらなる充実を推進します。 
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